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ソ連邦の防護林帯造成 
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ま え が き

ソ連邦の防膜林带は歴史もふるく、規模の大きさ 造成計画も自然 

改造を目漂とするだけあって我々の関心を強くひくものがある〇 

今日ではソビエト・ヨーロッパ地域の計画を主体に国営林帯、コルホ 

ーズ(集団農場)•ソホーズ(国営農場)の林帯が次第に他地域にも 

広げ?れて行き、着実に成果をあげている。造成法にはルイセンコの 

巣まき法が基本になっているが、 これについて一部に批判があり、ア 

メリカのランナーなどは、この方法理論が学問的でなく政治的である 

とまで極mしている。しかし、林帯造成計画のなかばに、全ソ農業科 

学アカデミーはウクライナ共和国、 中央黒土帯、中央・低パヴォルジェ、 

南ウラルの4地域7 6 3 h aに調査研究を実施し,1 9 6 3年2月モス 

クワで結果について広範な討議を行った。結論的には、嘰械化、経済 

性、樹函選定問題に反省があったが、 巣まき法については用いられ 

るべき方法として再催認されている。

このような防護林帯について、.その内容の細部を知る手がかりが少 

ないので,ここに2ゝ3の本(露文)から基本的な事項を訳出した。 

防護林帯造成の歴史的なことは、国営林帯を主としているカくKn jazev 

V. P .:防覆林帯ーかんぱっと凶作を防ぐ正しい方法、科学アカデミー

モスクワ,1951.Njkitin P, L :・出笹妊・火•土 =亠n亠皿
• •・防護林造成、国立林業図



目、モスクワ、1961 から訳し、防摆林の林带型の说明はNesterov 

V. Q :造芯学、国立仲榮図;を モスクワ,19 5 8•から傍、防護林 

帯造成の煲斐の手引きは、殴林上壊改良員便覧、国立挺業为叭 モス 

クワ、19 5 9Vから訳した。関係肝究者の参考になれば幸いである。

訳稿について適切な助.言をいただいた玉手三棄寿先生、詳しい閲読、 

指導を下さった樫山徳治研究室長に感謝の・意を表しておきたい。

風雪研究室 松岡広雄

冃 次

第 1 部 防護林带造成の歴史

1 防護林の組織的造成の第一歩 1

2 自然改造の防護林帯造成計画 2

3 防護林帯造成の現況 7

第 2 部 林帯の型について  

第 3 部 防護林のっくり方 ............................. 2 3

1 林帯の防護性  3

2 林带造成と計画  7

5 防護林造成のための樹種と選択 3 2

4 防護林造成の技術 :....... 4 6

5 灌漑地の林帯造成の特質 5 7

6 造林後の手入 く 〇



第丄部 防護‘林帯造成の歴史

1•防護林の組織的造成の第一歩

かんばつに対する組織的な対策は土破•農学者のVasily Vasilj evi ch 

Dokuchaevによってはじめて行われた。18 91年,Dokuchaev V. V.はかんば 

っに対する広範な国の処置の必要を説くと同時に、ステップ地域の不作の原因について譴議し 

また論文を発表した:,その洱は『わが国ステツプの今昔』との題で18 9 3年に出版された。 

その中で不作の原因と・農耕にとって好ましくない自然条件を克服する方法を説いていた。

1 8 9 2年5月22日世論にせまられ農菜省の森林局において『ロシャのステッブにおけ 

る農業。水利の試験』の調査隊が組織された。この調査隊の責任者としてDokuchaev 

"・車が任命された。調査隊は、はじめにかんばつ地域の気象条件の研究、不作の原因調査、 

それらにうちかっための方法などについて作業を行った。

かんばつ地域に植物が成育する自然条件を研究するため、Do.kuchaevは平原地の中の分 

水嶺に3訊驗地をもうけた。

1つはヴォロネエジ県ボブロフスク郡のヴォルガ河ードン河の分水嶺を選んだ。ここは規摸 

の大きいカーメンナヤ。ステツプの中で2つの天然林すなわちフレノフスクの松林とシポフの 

カシ林(昔からの禁伐カシ林でヒ・ヨートルI世の鉛舶用であった)があった。ここでDo — 

kuchaevは適応力かある広葉樹(Que r cu s L, F r a x i n u s L )と針葉樹(Pinus 

L )が育つ自然条件や他のステップにも用いられる樹種を研究した。

第2の試戲地(ヂエルクりスキー)はハリコフ県スタロベリスク郡のドン河とドニエッ河の 

間の分水嶺であった。

ここは更に南部のステップの暴風、炎熱、乾燥等の自然条件を研究するものであった。

第3の試験地はベリコ・アナドル(エカテリナスラフスク県マリウポリ郡)のアゾフ海近く 

のドニエツ河とドニ二プル河の間を選んだ。

ベリコ・アナドルの中央では、19世紀初期太陽熱によってステップが自然発火して焼けた 

力;、そのなかにその地方唯一のカラマツ林1,5 0 0 haがあった。そこでDokuchaevは
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このような森林植栽可能なステップに造成するには、どの樹種を用いどのような方法をとるのが 

もっとるよいかを研究したc

弱査隊の研究は若い科学労働者をひきつけた。これらの人のなかから立派な学者が生れた。 

(アカデミー会員 Vysock i j e G•天、,Otocki j N :、Sibf rcev N M・等)

调査隊は農作物の収最を維持するため、Sukhovei (ソ速南部,柬南部の乾いた熱風) 

の乾燥作用とその力を必然的に弱め、あらゆる方法で農作物が必要とする水分をみたすように 

し造林を行った9

Dokuchaev V.V«は冬期,耕地に雪をため、春・夏:こは雪どけ水や雨水を保つ防澄林, 

帯をつくるようすすめた。

農作物の収罷を髙める目的でDokuchaevの調査隊はかんばつを防ぐ方法の科学乾基 

礎のシステムを築きあげた。後年になって、アカデミー会員Vilj jams V.R.はDoku- 

chaevの調査隊について、不安定な煖業科学と社会の力に刺激を与え正しい科学の道を方 

向づけたと評価している。

2.自然改造の防護林帯造成計画

10月革命の行われた年(1917)、Len i n V. I . , St a1i n I.V・はかんばつか 

ら収皱を保護する方法の必要性を示したs

19 5 4年の第17回党大会で Stalinは,ザヴォルジェ東地域の造林と防護林置成の 

大きな意義を述べた。

すでに第2スターリン5ヶ年計画の期間(19 3 3 — 19 3 7 )に、防谨林は2 7 8, 5 〇 〇 

ha 峡谷保護帯121,。 0 0 ha ,砂地安定に12 5, 5 〇 〇 haが造林されていた。

19 3 9年コルホーズとソホーズのステップ帯に6 3, 4 0 0 h aの防護林帯を造成し19

4 〇年には耕地に農林土地改良造林を4 2, 0 0 0 h a行った。

防護林帯造成によって農作物の収晨はいちじるしく酒加した。

19 4 6年ソ•重邦南東地域でひどいかんばつがあった。それはモルダビャで早春にはじまり、 

そして全ウクライナにすばやく拡がり、続いて二ジノエ°パヴォルジェ地域のヴォルガ河右岸
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におよんだ、,

ドクチャーエフ名称科学研究所(前の、Kamenno—St epna j a Opy tnaja Stan 

—c i j a )の防護味帯下の土地は、Travopol inaja Si s t ema (牧草を輪作して 

土地を改良する方法)により義物の収咒がha当り平均2.0 〇 〇〜2,5 0 〇叫であった。特 

にかんばつのあった19 4 6年でも、研究所の耕地からはha当り秋播小麦1,6 5 〇ドヌ、秋 

播らい麦1.5 〇 0K#,ひまわり2.12 OKy,を収獲した。

ロストフ州サリ地区のコルホーズは2： 6 〇 〇 haの防護林帯から,同じ19 4 6年に锻物 

をha当り1.3 6 °Kダ、あるコルホーズでは1,8 〇 (Kダ、も収應した〇かんばつからコルホ 

ーズの耕地を保護するこの仕事は、ヒットラー主義者たちの侵入(19 4 1)が行われ、フ 

アシスト侵入者から租国を守らなくてはならない困難な時も広く拡げられていたのである。

19 4 7年、ソ團邦共産党中央委員会の2月総会で端作の実行、収車の普及、農業技術と 

酒］旣虫の向上についての決議がなされた。この決議の目的ノ!、防護林帯造成計画を遂行し・ 

保雪と雪どけ水の維持を行い、スラップ地域で水分の正しい利用と蓄磧を行うことにあった。 

特にシベリヤとカザフスタンの北東地区ステップの森林・膜林,小森林の伐採を禁じJ ま 

たコルホーズ・ソホーズに池・貯水池の建設を広く行うことを提案してあった〇

19 48年1〇月20日、ソ連邦政府と覚中央委員会はS t a1i nの褪唱によって『ソ堕 

翔ヨーロッパ地域のステッブ・森林ステップ地区の髙く、應卖なる収谨を保証するための池 

•貯水池の建設、牧草による土地改良輪作の定•眷、防護林帯胃成の計画について』という歴 

史的な決議を行った。

かんばつを防ぐStalinの計画はソ車邦ヨーロッパ弛域の乾燥ステッブを自然改造す 

る壮大な計画で15個年間を要するものであった。その基本には、すぐれたロシャの学者 

Dokuchaev V. V. ,Kos ty chaev P. A. , Vi 1 i j am s V. R ,等にJ3って潅立 

された農学上の方法 Travopol inaja sistemaがあった。

この計画は次のような方法で行われた'

A) 防菠林の造成;は翰作地境沿い、長い谷間、陕谷沿い、河。湖・池.貯水池の岸沿いに 

行い、また砂地安定の造林を行う。
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B ) 牧草,畑地»飼料・の輪作の導入と利用可能地の合理的利用によるテリトリーの正しい 

組織化・。

C ) 土缓耕転と播碩のための手、 とくに Cherny i par (秋播のための休拼) 

Zjabi (春播用秋耕［刈入れ後の畑の耕耘の適用と正しい組織。

D ) 有機物肥料と诲场肥料利用の(Eしい方式〇

E )環境に合い高い収仕をもつ種類のすぐれた種子をまくこと.。

F) 池・貯水池の建設によって水の利用地に您漑を発展させる。

この計画の中で国営林帯の造成について料 19 4 8年1〇月2 0日の決嚴は次のように 

述べている(第1図参照)。

『農作物の収揪に与える熱風の大きな影響を克服し,パヴォルジェ、北カフカーズの中央 

チェルノゼム地域の肥沃な土地の風蝕を防ぎ"この地域の水分状態と気象条件をよくする目 

的でれ次のような強固な国営林帯を.19 5 〇〜19 6 5年の間に造成する必要がある。

サラトフからアストラハンまでの国営林帯はヴォルガ河の両岸沿いに巾1〇 〇 mずつ、長 

さ 9 〇 o*km 〇

ベンザ=ニカテリノフ=ベシェンスカ=カーメンスクの国営林帯は北ドニ工ツ川とホペル 

川・メドべヂツア川とカリトワ川。ペレソヴォ川の分水嶺に林帯巾60mのもの3本、林帯 

間3 0 0 m,長さ 6 〇 〇 km,.

カムイシン=スターリングラードの国営林帯はヴォルガ河とイ口ブリヤ川の分水嶺に林帯 

巾6 〇 m 3本林带間3 0 0m、長さ17 0km。

チャンパーエフスク=ウラヂミーロフカの国営林带は4本の巾6 〇 mの林带からなり林帯 

間 3 〇 〇 m、長さ 5 8 〇 km 〇

スターリングラード=スチプノイ=チェルケスクの国営林帯も4本の巾6 〇 m林帯からな

り林帯間3 〇 〇 m、長さ5 7 〇 km 〇

ビシニエフ山=チカロフ=ウラリスク=カスピ海の国営林帯はウラル河沿いに6本(左右 

岸3本ずつ)の巾6 〇 H1林帯、怀带間1〇 〇〜2 〇 〇 m、,長さ1,〇 8 〇 km。

ヴォロネジ=ロストフ。ナ.ドヌの国営林帯はドン河沿いに左右両岸1列ず。林帯巾6 〇 
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m,長さ 9 2 〇 km。

北ドニ二ツ河からベルゴロドまでは河岸左右1列林帯:巾3 〇以 長さ5 0 〇 km。』

悻木とともに呆管・漿果類が1〇〜15 あ入れられた。この外かんがい網を完備するため 

に5萬haの池・貯水池がつくられるのであった。 '

自然改造•のこの計両は、 ソ重邦の南ヨーロッパ地方だけの林带造成に限定されたものな坑か 

った。防選林造成の作業を進めているうちにソ連邦閣僚会礎は新しい決嚥を行い‘1950 

〜19 5 5年の間に森林のない南のステツプに4 0 7, 0 0 〇 h aの産業的意義のあるカシの 

森林をつくり、ヴォルガ河右岸のアストラハン州の砂地の安定のため、5 0, 〇 〇 〇 h aを造 

林することを義務づけた。 ".

グルジャ共和国では、他樹種と混交にしたユーカリ4 0, 0 0 〇 h aの林帯造成計画があり 

総延艮7 〇 〇 kmでるった。このユーカリ林带は春・夏の熱風の影響から価値ある農作物、 

あんきつ類、工芸作物を保進し、冬には寒風を防ぐのであった。

アゼルバイヂャン共和国では、スターリン計画によって21,9 0 0 haの国営林帯の植付 

けがあるが、コルホーズ。ソホーズの林带は5 0.2 〇 〇 haであった。これらは山地の破壊 

的なエロージロン過程の対策と護岸のものであった。

このような壮大な防護林帯造成全体計画を果すためには1〇萬トンのカシの種子と他樹種 

•灌木極の極子が必要でもる。

コルホーズとソ・ホーズの耕地では、19 4 9年から19 6 5年までに5, 7 〇 9« 〇 〇 〇 h a 

の防護林帯造成をしなければならない。コルホーズではその5ち国の助力で3, 5 9 2, 5 0 0 

ha、ソ連邦の林業担当省によって1,5 3 6, 0 0 0 ha、ソホーズは5 8 0, 0 0 〇 h aを実 

行するのであった„この数字には峡谷 長い谷間の保護に5 8 6. 0 0 0 ha、砂地安定に3 

2 2, 0 〇 〇 ha力S含まれている。

19 4 9年から19 5 5年に極々の苗木が1〇億本必要であった〇このため国営苗畑12 

〇個所、ソホーズで110個所、コルホーズで約1萬個所(造林計画では5〜10のコルホ 

'-ズで1苗畑をもつ)つくらなければならなかった。

スターリン計画による全作業に必要なものを磴保する上に、トラクターと農業嘰械整備の
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ための防護林ステーションを5 7 0もうけることが必要であった.林帯の予定線に5 〇以上 

のステップ。レスホーズ(レスホーズは森林経営の喪業体)と2 0 〇以上のステッブ林区を 

・沮織した。10 0 0の苗畑で1〇億本の苗木が生産出来るのであった。

ソ更邦閣僚会歳によって防護林造成の近要な方向が組織的になった。

撰業者養成所 谜林土地改良員技術養成所や学校によって熟練した憶林土地改良貝や若い 

技術者が出され旭

計画实行で、8萬のコルホーズ,2千のソホーズ、1千台のトラクターや農•業機械をもつ 

たトラクター ・ステーション3千以上が参加するのであった。

農•林業地域の植物 土境、気象の研究に従侔している全研究施設、農•林業髙等専門学 

校、大学がこの計画の実行に積後的に協力した。

ベルゴ

黒腐領

チェルケスク

三;国営林帯

国営林帯造成図(計画)図第

コルホーズ保護帯

リウラチミー ロ

ゝftftr吻河

二(二

・志ヌ件

〃牛

モスクワ
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乾燥地域の気象・ 士變•水分の研究特に農作物と樹木の成疫についての研究を行し、 

ス-厂ツズ半荒地、荒地带の環境に合う価值ある敏物とその組合整定のたちソ堕邦アカ 

デミー科学院と共和国アカデミー支所は调・您袤を組織した。

この計画の実行は乾燥ステッブと森林ステップの自然を変えるのであり、展作物のみでな 

くステッブ、森林ステップ地域の農業全部門を大きく発展させた。

19 5 7年には国営林带ベルゴロド=ドンガ、19 5 

オロネジ=ロストフ・ナ・ドヌが出来た。

国営林帯の植栽の終ったところは次の通りである。

営林帯がおかれている。国営林帯のもつ防護作用の意義は防護林造成の全組織の基本であり、 

コルホーズ・ソホーズの耕地呆讓林、峡谷保護帯、砂地造林、河岸保護林、水保全の森林等 

の保護林帯網の造成の基礎となつている。

国営林帯の造成過程において、レスホーズは様々な上痕•気象条件や土地に合った拼転 

囲簿配或列の問題等多くの試験を行った。これらの試験は歴史的に類のないもので、長 

い間の研究課題であった。

5•防進林带造成の現況

国営林帯の造成明間は15年であった。たヾ4つの林帯は予定された期間より非常に早く 

出来た。そのうちカムイシン=スターリングラードの林带造成は政府委員会によって行わ 

れ予定より9年も早く出来国家資源中の森沐資源面讓に藻り入れられた。

8年｝こベンザ=カメンスクとヴ

総面積 造林面積 林帯の畏さ

ペノレゴロド= ド ン
h a

4,1 6 7
h a

2, 9 9 2
km

7 0 0
ベンザ= カメンスク 1 Z 6 3 8 1 3, 2 0 1 7 3 3
ヴォロネジ= ロストフ•ナ・ドヌ 1 2,1 4 0 ! 〇, 0 3 6 1,。 7 4
カムイシン= スターリングラード 5,1 0 5 4, 5 7 5 2 5 0

計 3 9l 〇 4 5 3 0, 8 0 4 2,7 5 7
残された4つの国営林帯は作業が続けられている。この外アルタイ地方に

2つの新しい国

7-



近年、レスホーズはオムスクとノボシビリスク州とカザフ共和国に国営林帯の造設をはじ 

めた。これらの;词営休帯は19 ：-;卜いこ達しこいる。

。
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第2部 林帯の型についてー.

林帯の成艮とその効果の成否を決める煮要な要素は 林带の型とそのつくり方にある。 

林帯の型についての考え方:あ 圈種の選択 組み合せ,配列,密度、・土雲手入の方法 播種 

植え付け、林帯の手入やにあるC 

この問題の考え方の流れに:ス かなり興味がある。 •

今日のスター・リン州であるべリコ•アナドールでは、18 4 3〜18 6 5年の|国、Graff 

V.E・が行った方法がある。そこで仏 殖付け前2年間 予走地の手入•をよく行し、その後 

5〜6年生の苗木を植えた。

樹種の混交と配列にふ2つの型を用いた。

1) Quercus L. ,Fraxinus L. >. U 1 m n s L ., Acer L,等を用し、苗間を 

2-13 mとする方法で、混植はしない。

2) Que r cns L.,Tilia L.,Fraxinus L. .Acer L. ,G1ed i t s chi a 

L ・を苗間2.13 mとし混植する(第3図)。,両方法とも方形殖えとし、ha・当り2, 0 2 

8本とした〇しかし 混交方法には組織・だったものがなかった。灌木は地区環 道路並木沿 

いのところに入れた.。手入は綿密に,長期にわたって行われた.。この植付け方法は良かった 

が 混交••配置の形式なしに高度の農業技術を求めようとしていたのが欠点であった。

彼の後継者のBark L.G・は、同じペ A

リコ・アナドールに1866〜18 7 7年 

のIな2〜3年生の苗木を植えた。彼の方 

法は、

a) Robinia p s e ud 〇—a c a c i g 

L. ,U1 mu s L. /Fraxinus L,の 

苗を列間2.1m、苗間〇. 5 5 mとする。

b) 同一列に同一樹種を入れる混交法と

• 第3図A Graff V-E・の植付け型

B Bark L,G.の型

B

a )

OOOOOO 
000000

b) f "QQ

よ? 〇〇00 0 00 

^)。 0 〇 OOOOOO
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c ) 2〜3年後その列間に、2m間潟でQ uercu s L.をまく(第3図)

この混交型は、Que reus L .を数えず< 飽の苗のみを、ha貲り13, 2 0 0本必要で 

あるとしていた。

すでに憶えてあるものを整理せずに繁茂しているところえ、Quercus L•をまくため 

み3な結果となりQ uercus L•は死滅した。

山林官のT i fanov F .F .は1 872〜189 4年の間今日のロストフ州にあたるド 

ンに、ドン方式あるいはドブヒリモフ方式と祢される混東配置法で林帯をつくった,この 

型oQuercus L.は、より永久的な、確固たる’對或として用いられた。Quercus L.

は(はじめはまかれた)1.8m間隔で植えられた。Quercus L•の間にAcer Pla - 

tan o i d e s L . , F r axinue excel s i o r L . , Ro b i n i a pseudo—a cacia 

L・のうちの2蒲を入れ,その上これからすべての間にUlmus L•を2本・ 入れその

間隔を〇・ 3 5 mとした(第4図)a

全恿え付け数のうちQuercus

Ulmus L.が Acer L.,Fraxinus 

〇な

ベリコ・アナドール地区の山林官Po1j a-

• nsky H. S.は1 882 〜1 8 8 4 年に 

碟準混交型と言うものを用いドン方式の 

Ulmus L•を半分に減らした。主要木には.

I
Que reus L. , F r a x i n u s L.Acer 

L.を用いその間にUlmus L•を入れた。 

列田1.5田、苗間を0. 6〜0. 7 mとした(第 

4図)9

この型を!票準渔と称し、正式なものとして 

用いるようす、めていた〇ここでもQuer- 

cu s L.は他お主要木やUlmus L•に負

間引きをするにもか'わらず優勢な

L・とともにQue reus L.を圧迫してしま

A 、ヽ

歩会GO 金孑、?ヨ@善

Q Q )匐导丄ミ容Q 〇

B
0.6m

。為街 805

咯〇◎够敘噺导

砂& 9 ■ QC»点送4@ D Q仲会

Q瀏。〇娉イOQ(/ I驟翁

〇 Quercus L.QFr a xi nus L.

ゆ Ulmus L. Ace r L.

第4図 A Ti f an ov F.F.の植え付け型

B Po1j an sky H.S.の型

L・は10 %で、

— 10 —

付ていた,

これらの人より更におくれてVy s 〇 c k y G.N.it18 9 5竺こ、喬・灌木混交法の1题木
U

種、2電木障の2式で林帯をつくった(第5図)。

彼は灌木の代;りに付ずい木として 

も用いられ.る陰樹と言われるAcer 

campe s t r e L . , A Plata・一

noi des L. , T i 1 i a cordata 

Mi 11,,car p i bus L., 

Padus Gil i b,. ,Frax i nus 

exce 1 sior L、•を•喬•灌木 

混交型に用いた (第5図)。 

この方i去では:Que reus L,ま 

たは他の主木が5 〇%、陰樹が5 

〇%を占めた〇列間は0.7 5,1.

、「つ Quercus i)
、第5図 L,

A1,滙木型

a. Vy s 〇 ck y G.
B喬木一陰勇型

a. Dak h n 〇 v N.
C速合法

a・列の中の混交法

J-{)
X 〇 X 
乂 〇 X 
X 〇 X
X 〇 X

付ずい水曲ス港木

N・の方法 b,その冥法

Ja・の方法 b.その異法

b・列としての混交

1復木方式の特徴は、Quercus L,と付ずい木撬(補助木:樓局的には主木が残され

るが、それまで主木を保離し主木的な役割を果す)を灌木と交互に憧えろのである。この埸 

合、Quercus L•は他の樹硬(Acer L.Fraxinus L.)とともに5 0%を占め、

•祓木が残りの5 〇 %を占めた苗間は〇. 6 7 mであった〇

第二の混交型は•Quercus L,とその付ずい木植の間に、一本でなく二本ずつ隨木を

入れるもので、Quercus L.のまわりは低い遊:札付ずい木のまわりは高い、通木を入れ

た。

第一の方法が多く用いられた。

Vys〇 cky G.N.の考えを用 

いながらDakhno v N.J a・は、 

18 9 6年にベリコ•アナドールで 

喬・蘇木混交法を続けた。しかし、

b

X
 
X
 
X
 
X
 

。 0
0
 0



• ・〇 5穴の しUercum L .•の巣

•〇 付ずい木・

0成長の早いもの

。海 木、

第6図 林帯の巣哇き法

0 7, t 4 m 苗問は0. 7 9、1.0 7 H!であった。

この混交型は 陰樹と付ずい木が早く戒長して、Quercus L.に早くから透しを与え 

るのそ良かった。特に森林ステップの湿気の多いところ,ステッブの湿気の少ないところな 

どでは成功した〇

Quercus L,と灌木を用いながらVysocky G.N.は時おりr1貪樹を憧えた、しかし・ 

Dakhnov N.Ja.は,Quercus L .と陰樹からなる林帯に禮木を入れたのであつた。 

このような新しい考えを連合法と称した(第五図)。彼はいろいろな方法を用いてみなJ

アカデミー会員Lysenko T. D・は、1 9 4 9年に付ずい木と,液木をもつQuercus 

L,の巣まき法を発案した〇それは次のような方法であつた。Quercus L.の褪子に劈 

をつけ、5穴からなる巣に、早春播種を行,。これは順次に耕耘を行った土壌に行う。巣の 

中央の穴は、Ma r k j 〇 r ( B19図)の線の十字によってあける。飽の4個の穴は中央の穴 

から5 〇 cmの距離をもって方形におかれる。巣は列間5 mv中央の穴から次の中央の穴ま 

で3 m、穴の深さ6〜8 cm、一穴に6～7粒を菌根をつけた土と一諸に入れる。巣の列間

①
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に％ 2～3年の間麒乍物をつくる。巣の間に付ずい木を入れる。隣の列には土地に合った

Car a gana arborescens Laffi.,Co r yl us L. , Euonymus L.を煎えるカ、 

あるいは2列の付ずい木をもうけ、これにも灌木を混交させる.Quercus L»の巣の間 

に入れる付ずい木としては、Acer L. ,Ti1i a L.,Fraxinus L . , Ulmu s L. 

がすすめられる(第6図)。

Quercus L.の巣まき法の手入は特別には行わない。しかし,熒耕上の手入は行われ 

る。 、

ルイセンコ全ソ改『進伝研究所は、19 4 9〜19 51年にオデッサ州の輪洋地境に、

1° 5.3 haの林帯と林帯外全面播領を4 Q ha合計14 5. 5 h aの巣まきを行った。

〇1 i shansky M.A.の報告によると、この播極はほとんど成功であった。Nikitin 

P.L ・とPorecky M. A ・の報告でもこの試験によるQuercus L.は満足すべき状 

態で、各巣に15〜2 0本のものが0. 7 5〜1.6 0 mにまで成:長していた。しかし、灌木の 

播探は不成功に終った。

特に、Lysenko T.D.の方法仏林帯造成の実際のカギとなることを示したものであ 

る。その本質的な価値(去 種子のカラを破り、早春に播随を行う巣まき法に造林の原理がみ 

られたのである。しかし、この方法の欠点は巣の合成,列間•苗間の配置の標準、苗間の 

既作物の許容、林木の手入等を十分考えてないところにあった〇

Quercus L,の播種］な 複雑な巣では困難である〇巣は2-5年間閉合しない.。その 

間,手労働による除草が必安である。殺物の耕作は土壊を乾燥させQuercus L,の肥大 

上長成長をむずかしくする°付ずい木、灌木の播種、植付けはQuercus L.と同時;こは 

行わない。付ずい、灌木が湎えられるとQ uercus L•は成・長がおそく、弱々しくなり、 

根は粘合せず、雑草によって圧迫されて来るC

肥大、上長成長のために苗間は中耕を行ったり、髙い莖をもつ慢作物(トウモロコシ、ヒ 

マワリ、ジャガイモ)を確えたり、十分に土壊手入を施し、莖(収漠後の)や土を集め雪の 

堆積をはかる。

乾燥地のQue reus L.の巣は、耕作'溝の底におくのが好ましいとの土壊学者、林学

—1 3 —



と選木から左る混交

旧
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〇

uercue L.
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と付ずい木からなる混交
I

»Y付ず％

上図;9列林帯Q
単純行列

下図;9列林帯Q
単純行列

主木

第7図

者、農学者の考えが実行に移された.、史:を乾噪から保護するため成長の早いものを•苞木と交 

互に入れた林發をつくるとよいP慈木の利用は土亥水分の昔えを効果的にし、林帯への雑草 

の侵入を防ぐ。林縁に果喝ー漿艮短を植え、より目的に合うようにする。

Quercus L«の小厅列穴脣法は Que reus L,と共に付ずい木、:輩木を瓶えるも 

ので、Quercus L .の巣まきの異法として広く用いられている。この方法では、単純な 

Quercus L.の列牡 !.5 mの列間をおいて交互に単なる付ずい木、魂木の列と配置さ 

れるもので、第7図のように,Quercus L. ——慈木列・また付ずい木列一Quercus L. 

列となる。端は成長の早いものと、渡木を入れたもので林縁をつくる。この型はVy socky 

T)akhnovの里合型との違いに注意しなくてはならない。こゝで樹種は、列の中でなく、 

列単位で混交している。チェルカス州の「Zarja kommun i 5mJコルホーズでQue 

-reus L»の成長強化のためQuercus L .の1列を3列にしてこの方法をとり入れ

0
0
 0
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湖
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第8図 上図;9列林帯Quercus L,と溥木が列の中で混交となる

下図;9列林帯Quercam L ,と付ずい木が列の中で混交する

乾・噪するようなところの林带灌木が大きな比率を占めるとよい。しかし、水について 

余り問題のない森林スラップでは、龍木をもたず、付ずい木を多くもつQuercus L.の 

播種が利用ざれる。Quercus L,の列の穴距離は0.4〜0.6 mで、付ずい木、函木の苗 

間距離は0. 5〜0. 7 mとする。穴の極子敬は3〜5粒とする。

Quercus L»と同時に时ずい木、癥木を植える小行列穴播法に用いられる作業方法は

た,〇

単沌なQuercus L•列を付ずい木,距木と混交にしたり、単なる付ずい木、灌木列に 

かえてもよい(第8図)。またQuercus L.を1位木(2 0m以上となるもの)2立木 

(1〇〜2 0 IDとなるもの)にかえることも出来る(第9表参照)。
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次のようにする。

値付け予走弛・に;W 3 m:邸為こQue reus L •の播種用の印をつけ・・る。この跑维は植付 

け時の作業の漫械化上必要なものでちる。Quercus L.の列には・〇. 5 mの距離をもつ 

穴をつくり、•そこに3〜5粒の種子を入れる。同じように列間3 mをとり付ずい木 董木逮 

の1〜2年生苗を〇. 7 m間福で植える。

播殖と植付けは,嚙付け嘰SLCH-1をつけたトラクターDT—5 4あるいはKDP-3 

5で行う。これは一方で橘極を行ない、飽面では付ずい木、遊木の植付けを行なうものであ 

る〇

林帯1haに 11,216の穴を配置し•そのうちQuercus L.の穴5, 9 2 6、付ず 

い木と展木のは2, 6 4 5ずつである

林帯の手入は,耕耘箋KLT—4. 5 BをつけたトラクターKDP—3 5で行われる。Ni - 

kitin P丄.,Por ecky M.A・の報告に,よると林帯1h aの経費はこの方法で行う 

と1,04 6〜1,205 /Iz ーブル〇6I年以前は邦価9 〇円=1ルーブル)であった。

列播法は、小行列穴播法よりすく •れている。種子は1〇〜2 0 cmずつ雄して列にまかれ 

た〇 Quercus L«の列は、座木と付ずい木が混交している列と交互するよう配置した〇 

列間は1-5 mである。 付ずい木と戒木の間は0.5 ～1.0 IDであつた。このQuercus 

L.の播強は、Quercus L«の小行列穴播法による林帯のつくり方によく似た混交法で 

ある。

林縁には、 慈木をともなった戍長の早い對極からなる列、あるいは果樹一漿艮類の列をつ 

くるのが好ましい。

Har i tonovi ch F.N,と他の林学者は、列による方法は特に価値のあるものとみな 

した。それは穴の間に、手労働による手入を必要とせず、すべての列間が爰械作業を行える 

からであった。

カリドール法はゝQuercus L»と他の圈種からなる林带で、Me r 〇 j 〇 v G.F•にょ 

って握唱された型である。中央r黒土帯:のドクチャーエフ中央研究所の研究者の共同によって 

行われたものである。

—1 6 —

この％ス 次のような特徴をもっている。株帯の喘と中央に成長の早いBe tula 

verrucosa Eh rh,PopuIn s balsam if era L. ,P.d eIt o Marsh., 

UllDus p i nn a t o r anio s a Dieck. ,Acer N e g u n d o L. ,G1 ed i t sch i a 

L.を入れそのなかに程木を入れる。林帯の端に沿って1〜2列果樹」漿果煩や工芸的価値 

のあるものを植えることも出来る。成長の早いものと疝木の回廊帯につづいて、Quercus 

L ・力£まカ、れ、その両どなり｛•こ付ずし、木のAc e r platanoides L. , A . campe s t re 

L. ,A. tataricam L. ,Phel lodendron amu r eh s e Rup r. »Ar me n i a ca 

L.を単一にか,あるいは枝木と交互にした列をつくる(第9図)。列間1.5m、Quercus

第9図上図: 9列植え林帯 Quercus L ,を主とするカリドn法

リドール法下図:1 3列林帯のカ
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• ・し・ 〇

へ・ •③• • 〇

j ••QuercusL の
J～ 二列植え

Q "灌木

第1〇図

付ずい木 f成;長の早いもの

クリサ法による Quercu* Lの林帯

上 2クリサ法 下 3クリサ法

L.の苗間0. 4〜〇• 6 mあるいii0.1〜0. 2 mにし他はQ 5～0. 7 IDとする。

カリドール法で(［ 成;長の早いもの、列の間に、どの帰合も1〜2列のQuercus L.と, 

2〜3列の付ずい木を入れる。Quercus L,を付ずい木だけのときは Y!に力リドール 

法とは言わないC

成長の早,いもの、列の両側に、付ずい木の列をつくり、Quercus L.の2行列をつく 

ることも出来るカ:、この方法はクリサと言われる(第1〇図)。

この林帯型は、成長の早い樹種の保垂によって主木を成!長させる目的からとられてたもの 

である。たヾ、液木、付ずい木や成長の早いものが、早くからQue reus L•を圧迫する 

のに注意しなければならない。また成長の早いものや、海木がそのまわりに雪を集めるが、 

同時に、その水分を農作物から穽ってしまうので、林帯の防護作用を不利なものにする。そ 
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第11図 Be t u1e Eh r h. P o p u1 as L .
Larix Ledb.

上:主木aと付ずい木の林带 下:主木bと付ずい木の林帯

この混交型は、森林ステップや北部のステッブに適用される。乾燥地では、灌木を列に入 

れると、それらは水分を余り浪費しない。

Larix Led b」な ステップでは成長が悪いためそこでは用いられない。

第11図のように ?opulus bal sami fera L. ,P.del toi des Marsh.

P. S i mon i i c a.r r . , P. b e r 〇 1 i n e n s i s Dipp. , P. n i gr a L.を憧え その

のためカリ•ドール、 クリサ法では早期;こ、しばしば伐採を行わなくてはならない。

Be tula Eh-h.とLa r i x Ledb •を主をとする待殊型;よ、主木の単純列を付・ずい 

木のAcer L. , Ti1i a L•等の列と交互にするか、 灌木のCohylus L . , Caraga 

—n a arborescens Lam.,しonicera t a t a r i c a L,等の列と交互!こする 

か、あるいは付・ずい•木と藏木を混交した列と交互にしたものである.。

4
4  b

〇

 

〇 8
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 y
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 0
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0
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主 

木

第1.2図 上•主木と灌木の林帯 下•主木と付すい木

—2〇 —

灌

@木

•灌木の林帯

単純歹 IJと付ずし、木(Ulmiis 1 a e v i s Pall. Ac e r plalanoides L.A.Negu 

—ndo L.)の単純列と交互にしたり、あるいは付ずい木と蕴末の列と混交t・る。この型は、 

土喪水分の多いところには効果が大きい。

次に、耐乾性、耐塩性の Ul mu s pinnatorarnosa Dicck. ,Fraxinus
•     - - ・ー ー, wr-r — Z _■»八ー,一,-p ■-'一七・ —・ーー :^=rT_JXS一 二一-T.■:二:;..,r ユ—J—I 

lanceolata Borkh. ,Gledi tschia L. ,Rob i n i a ps eud o—a cacia

L.を入れた特別型がある。これらの對36は, Ribes a u re um Pu r s h .,しon i c era 

t a t a r i c a L, ,Rh u s co t i nu s L. ,Elaeagnus angusti folia L・等 

の,惡木と列中で交互になる。この主木と灌木の列纣 付ずい木の Acer t a t a r i cum

L. , Mo r u s a1ba L •と灌木を入れた列ともならふ(第13図)。

小樹極としての Ulmus p i nna t or amo sa Di e ck «は1列あるいは2列に值え 

ることも出来る(第12図)。

k
 e 

付

ず

い

木D
 

•

〇 
a 

n

n

r

この林带型は南東乾噪地区の含塩の暗栗色土藻明栗色土安につくられる。

Nikitin P.L.,Porecky M.A.は、この林寿のつくり方を次のようにす、めて 

いる〇

林帯巾13. 5 mで9列、列間1.5 m,苗間〇• 7 m、植付け:お3つの植付け後をつけた

S LCH—1をもつトラクターDT—5 4かKD P—5 5で行うとよい。

1ha当り匝付け個所は9, 5 2 3で、主木には3,17 4、灌木には6, 3 4 9である。林帯

第15 図 Fraxinus lanceolara Borkh. Acer t a r u r i c um L.
Gledirschia L. Mo r u s a 1 ba L.
Ro b i h i a pseudo—acacia L.

9列の耐乾性耐塩性種の林帯

の手入は、はじめの2年間、耕耘嘰KLT—4.5BをつけたトラクターKDP —5 5を用 

いて行うのがよいQ

ha当りの経費は1,18 〇〜1,31〇ルーブルである。

方形値え(厶10 0年以前にGraff V . E.によって行われ その後多くの人によつ 

て引きつがれた。蟻近の農業の発達は,農作物を方形箭ふ 方形巣まき法で作るようになっ 

た。播種,植付けは穴また巣に同毋の施肥をしたところに行う。それとともに僂械化で手 

入を一四完全なものにした。

樹種混交の合理的な型が用いられるならば この方法は完全なものとして将来に対し明る 

い見通しを造林上に与謨,ることが出来るのである Vekshegonov V.Ja•は この方

—21一



法を用い穴に3〜5粒づ、入ル そして付ずい代 潼木を同じように1.5 m問隔で備えたc

Ogievsky V . V.とGodnev E.D•は砂［也:こPious L の福矗を方必ー

巣まき法で行うと効果があることをみい出した。

方形恒えの特点•« 大面積で十字形歳械手入が出来ることであった。このため,あるとこ 

ろでは逆に余り広くない林帯のため造成上損をすることになつた。

林帯造成のためにまた対角線法も用いられた。この方法<む 植付け個所が林帯の向きに対 

角におかれS配列はショウギの列のようになった。この配置’ま“古い"“第三の'’と言わ 

れる方法で、植付け個所が等辺三角形の頂点となったところであった。

対角線法は十字形護械の手入の可能性があった。

方修植え、および対角線法では手労働虽をいちじるしく滅少した。そして、植付けなど林 

帯手入の経費を少なくした。 Vekshegonov V. J a /の報告によると、同じ条件の列 

法でつくられた Qu e r c u s L•を主木とするものはh a当り2, 2 61,9 〇ルーブル、対 

角線法では1.2 4 9. 9 0ルーブルであった。

ステッブに造成される各種の最終的な混交製播種法,殖付け法［な造林上の不変性を保 

っようなすぐれた創造的なものでなければならない。

—2 2 —

第3部 防護林のつくり方

1•林褶の防淺性

林帯構成 休帯の防:遊性の意物スその溝成:こよってあらわれてくる。林带の隨成以

その透過性の性底 建合い、巾と密匪 樹種、明変等によって決められる。

基本的な虜成:’ん 吹きぬけないもの、透I、吹きぬけるものに分けられる(第1表)。

第1表 林帯溝成の特質

構 成 特 徴 防 護 効 果

吹きぬけない 上から下まで巾広く密・ 

虱はほとんどJ5らない.

防護十分,風下林緑で気温の 

日変化は大きい.

風下林緑から遠ざかると風速 

は増大する.

堆雪は林帯の中と林縁に大.

透 し 陽光はわずかにとおる

高さは一様・

基本的には風の流れがと 

おる.風向は変ら一克

風速が浅少する.囲高の5, 6 

倍のところから風速は增大す 

る.

曜雪は吹きぬけないところの 

ものより一様に分布する.

吹きぬける 地際で強い陽光がとおり, 

風が吹きぬける.

若木下木類:よない.

風速は風下林縁5〜1〇倍ま 

で減少し,そこから雄れると 

增大してゆく .風速のミニマ 

ムは一番大きい.林内風速大・ 

堆雪はもつとも一様になる、も 

っとも深いところは林帯の風 

下3倍立の個所・
1

一 2 3 —



風の害から耕地をまもるための林带で、耕地に雪をとヾめたり、蒸散させる効果が少ない 

のは吹きぬけないもので、反対なのは透過性のある吹きぬけと透し編成のものであろ。

第14図 林帯構成図

風速に対する沐带の彩壽 林帯の風下から樹高の平均3 〇倍のところまで風速を減少さ

せる。虹は,對髙の5倍までヾある。この防進帯の痛囲内の風速叭 透過性の性質と度合い。

樹高倍‘数の距離

第15図 e
風

すなわちその淋成に関連する(第15図)。

落典の为との「判明でさえも、それぞれの林带の風速は低下する(第2表)〇

第 2 表 無着葉林帯の種々な巾と虱速に対する形繹

林帯の状態 怵帯高倍数と風速減少率％

列数
【卩 尚

〇〜5 57 0 10T5 〇〜15 
平均

15 〜20 2 〇〜25 25 〜50 0～50 
平均m

5 5.0 Z5. 5 7 3 4 27 55 2 1 1 8 1 6 2 5.5

5 7.2 7. 〇 42 57 28 56 22 1 9 1 5 27.2

! 〇 2 0.6 7.2 67 5 ? 50 59 42 38 5 3 4 8.2

45 48.5 Z4 75 65 48 6 1 57 33 3 〇 4Z5

葉が繁茂する時は林帯の密变は一般に2〜3倍増大する。

無立木地より林帯のあるもの力、 次のように風速が減少する。

無保護地帯の風速 (m/s) 3〜5 5〜7 7

林帯高2 〇倍までの風下地域の

5 7 5 8 4 0
風速滅少率(％ )

空中湿度と気温に対する林帯の影礬 林帯間耕地の接地暦の気温の日变化は、無保護地
-ニニ・:」・/・ 一 …一,.い「“ ,・一 ーic.

より少ない(第3表)。

第 3 表 度地層気温に対する林帯の影辨

作用因子 作用結果 結果原因 影響の距離

風速の減少

林木のためくら 

くなった土嫁

林帯間の作物の

成長

気温の日変化は増

大・

温变の日変化は滅

少・

上とおなじ.

接地層の空気の転移 

が少ない.

太陽光線が減少し土 

麥があたたまらず夜 

には冷える
•

上とおなじ.

林縁に接した地域 

(3倍まで).

林内と林縁に接する 

狭い地域・

林帯高の1〇〜15倍

—2 4 — —25 —



林帯間における!妾地層の相対湿度は無保護地より3〜5 %髙く、絶対値で0. 5〜1•〇 mni 

多い

林帯による聚旅地は、無保進地より蒸散が5 〇 %少ない。

堆雪と湿度(士义の)に対する彩響

林帯と林帯間耕地では、無聚獲地より1.5〜2倍の雪をとめる。しかし一様な分布はみられ 

ない。 もっともはつぎりしているのは北!東地域で、いろいろな吹雪があり耕I也巾2 0 〇〜 

2 5 0 mに4〜7 mの積雪がある。

吹きぬけない林帯は深く、極めて多くの堆雪がある。下木や灌木のない吹きぬけ構成の林 

甞は畏くすそを引いて多くの雪があつめられる。

林帯の呆護区域の無草休耕地で【あ土徵水分が無呆護地より多いのが普通であつ加これ 

は初冬に雪がなかったか« あるいは一様に分布されていたと思われる時に観察出来た。

防風作用のある林帯間耕地の肥沃土は非常に多くの窒素と燐をもっている。無保保護区の 

土地を同一地にもつていると、よく特色が出てわかる。

農作物の収破に対する林帯の影髒 林帯は殺物の収せを2 〇〜3 0%,蔬菜類5°～7 

〇%、牧草で1〇。〜2 Q 0 %たかめる、特に乾噪のはげしい年は収代に対する効果的な影 

辭が大きしe

ソビエトのステップ地域のために林帯は大きな意義をもっている力・同時に木材の資源と 

しても意義をもっている(第4表)。

若し,防護林造成:に果竭や特用對を用いると、食品や各種の特殊原料が得られる。果樹や 

第 4 表 4 〇年生の林帯1haからの林産後(m)

生 産 物
黒 土 帯 南部黒土帯と栗色土雲帯

中間利用 主伐 計 中間利用 主伐 計

粗 朶 1 3 7 1 8 1 5 5 6 8 .9 7 7

薪 7 6 ! 〇 2 1 7 5 3 7 5 〇 8 7

加 ェ 用 8 〇 11 〇 1 9 〇 4 1 5 6 9 7

—2 6 一

特用囲を林带に用い効果をあげている南部弛域では、Armeniaca vulgaris Lam. 

,Mo r us albs L.,と漿果填の、R i b e s a u r euiB Pu r s h . , Ame 1 a n c h i er 

vulgaris Mo en c h, を・とりおげている。

2• 林•帯・造成:と計画

二汁 画 防護林造成の甚本は自然条件と行政区および経営区の発展計画にそうことであ

るC

農業テリトリーの森林ステップ,ステッブ,砂漠と草原の境の半荒地帯では、次のように 

計面し造成される.(第5表

1) 分水嶺河川貯水池の岸に造成。

2) 耕地•牧場菜園の防獲林として。

3) 斜面に流水調整林帯として

4) くぼ地峡谷にへ

5) 「鑫旣苞水路沿い、用水池周辺に。

分水泄、‘可!・の大規膜な国営林苗、谷間•峡片の七项侵蝕の対策等の林階、選業デ 

リトリーの祖微の価程として作られる分水嶺、我岸假栽 は国民経済的童義をもつ 

のである。そして膜業計!画の.特別な訓令となって計画される。 それらは種々な方法と形式 

をもち、経済建設のなかで、防護林帯がより目的に合うよう計両されるのである。この場合 

喪業テリトリーの組織の共通の要求や乾燥、熱虱流水x 土壌充出、流侵蝕跡.•地拡大、常 

虱害などの防止のことが考筮される。

縦の防護林・苗(基本)の長さくむ 輪作地境いや灌漑のない黒土借で5 〇 〇〜6 0 (J m、栗 

色:E・膜地帯で3 〇 〇〇 dmとする。徳齢也の林帯で囲まれた、1防護区の明盛は4 〇〜 

6 0 h a、綿播種地では2 〇〜4 〇 h a必要でちち。

縦林帯のよい紀置よ、セ風に対し直角におく。その鉛直な方向から3 〇0までの偏りは許 

容されるが、例外的な場合は4 5°まで認められる。

横の林帯は輪作地の:黄の境の間こー樣な距 礙もっておくよう汁画されたものでるる。
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連結器具をつけるトラクターのため;こ、通路として縦と橫の林帯!の浪合部に3 0 ～5 0 mの 

巾をあけておく.

顧飢地の防護林造成は、撰場の主水路合いや、支水路御沿い、灌漑地区の境やぎ業利用の 

出来ない湿地等にも行われる。攢漑水路に沿った株帯の巾は 支裸の場合は各岸5 mまで 

主水路の時は2 〇 mまでとする。用水路の後械による浄化を容易にするため 林帯を片岸の 

みにおくこともある。

砂漠とステップの境いの半荒地帯に»牧場、草刈場として利用する透漑地をもうけ防護林 

を造成するには、用水池、貯水池、水路の回りに沿って計画する.その水路沿いこは各岸巾 

1〇 m,用水池等の場合には1〇〜2 〇 mか、それ以上に計画される。

第5表 林 帯 の 種 類

— 2 8—

造成の形 役 割 造成個所 林帯巾•基本種

分水嶺•河岸の 雪,弛表流の防止 頂上»丘,その他の分 2 〇〜6 〇 mの広い林

’防譲林帯 エロージョンの予防, 

土壊の水理学的条件の 

改良,徴:気象の改善.

水嶺で乾燥土の森林ス 

テッブやステップ・急 

な河岸.

帯主木,補助木,魂 

木からなる小林と森林 

群落の林帯組合せ・

大きな貯水池の 

まわりに殖えら 

れる林帯

地表流の防止,岸の崩 

壊防止,泥の堆積を防 

<:

貯水池の岸沿い. 林帯は2 〇〜6 0 mで 

大,主木補助木,液 

木からなる,

耕地•牧草地の 風速の滅少,徴気象の 森株ステップ,ステッ 1〇〜2 0 IDの林帯で

防護林帯 の改:窺雪•地表流の 

防止,焼作物の生育条 

件の改善•

プの编作地寤利用土

•地境・

主木・補助木•薯木か 

らなる.

調水森林帯 地表流を防ぎ,士宓流 

出を低下させ,農作物 

の生育条件の改善.

森林ステップ,ステッ 

ブの斜面個所・

林帯は2 〇〜6 0m 

主木福助木•漑木曲 

からなる.

—29 —

造成Iの形 役 割 造成個所 林帯巾•基本種

低地•陕谷への 雪,地表流の防止 映谷• くぼ地の端. 林带は2 0—5 〇 m

造成林帯 エロ ーツヨンの予防 それらの傾斜他 主木•浦助木•灌木航の 

植栽・

庭園・菜園の 風速の減少,庭園• 庭園・菜園のまわり 林帯巾1〇〜2 0mを

防護林帯 菜園をスホペイ(熱 

風)や寒さから呆護 

する.

いたるところ.

大きなところではその 

中にももうける.

庭園•菜園のまわりに, 

その中の道に沿って 

並木臆

龍読用水路沿い 水路の汚れ防止・ ステップと半荒地帯 虱をとおす主木•藏木ま

の防漢林帯 黄漑農耕地の二次的 

な汚れの防止・ 

風速の滅少,徴気象 

の改善.

(砂原とステップの;竟) 

の灌,旣水路沿い)

た主木•補助木からなる 

各播林帯・

用水池周辺の 地表充の防止. 用水池周辺のいたると 林帯は1〇〜2 0m
防護林帯 岸の崩壊防止.

用水池の泥の堆積防

止・

ころ. 主木•浦助木•黑木種か 

らなる.

砂地•砂質土 土地の風蝕防止・ ステッブ・森味ステッ 小林松からなる森林群

鎏の防淺林帯 
■

豊作物の生奇条件の

改良・

牧場の生産力向上:

プ•半荒地の砂地.眇 

質土壤に.

落と也の就の種々な巾の 

林帯をもQ

鉄i首,舗装道路 堆雪から道を保瑛. 堆積を観ズして林帯農 番木,灌木かななるもの

沿いの林帯 1 成可能な個所 で雪を林内に入れてしま 

う広いか,混んだせまい

林推

居住弛の防漢林 憂風•吹雪から居住 

地をi呆題住居と蓄産 

珥を寒さから護る.

ステップ・森林ステッ 

プ地区・

居隹地の周辺»種々な巾 

をもったもの,:屋敷林形 

式で利用価値のある.果樹 

装飾木など用いる.



第6表 列間距離と列数による林带巾(m)

列間距堰
列・ 数

7 8 9 1 〇 11 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 t 9 2 〇

1.0 8.0 9.0 wn 1W 120 13D 140 15.0 16.0 1Z0 18•〇 19.0 200 21.0

1.5 11.0 125 14.0 155 1Z0 185 20.0 21.5 ‘230 245 260 2Z5 29.0 305

1.7 5 125 14D 16•〇 18.0 195 210 230 250 265 28•〇 30B 320 335 350

2.0 14.0 16.0 18•〇 200 220 24D 26.0 28.0 300 32D 34D 36.0 38.0 40.0

2.2 5 155 18.0 20•〇 220 245 2Z0 29.0 31.0 335 56JJ 38I〇 400 425 45•〇

2.5 1Z0 125 220 
_

245 2Z0 295 32D 345 3Z0 39.5 420 445 
------- i

4Z0 49.5

—5 〇 —

第 7 表 林帯距離による耕弛(保護地)面積(ha)

賞の林帯間の 縦 の林帯 間の距 離(ID)

距 離 (m) 1 00 1 5 〇 200 250 5 00 4 00 500 600 7 0 0 8 00 9 00 1000

5 〇 〇 5.0 Z5 1 0.0 V2.5 1 5.0 2 0 0 2 5.0 3 0.0 5 5.0 4 0.0 4 5.0 5 0.0

7 5 〇 Z5 11.3 1 5.0 1：9.0 2 2.5 5 0.0 5 Z5 4 5.0 5 2.5 •600 6Z5 7 5.0

1 〇 〇 〇 1 0.0 1 5.0 2 0.0 2 5..0 3 0.0 4 0.0 5 0.0 6 0. 0 7 0.0 .8 0.0 9 0.0 100D

1 1 〇 〇 11.0 1 6.5 2 2.0 ZZ；5 5'5.0 4 4.0 5 5.0 6 6.0 7Z0 8 8.0 9 9.0 110•〇

1 2 〇 〇 1 2.0 1 8.0 2 4.0 3 0.0 5 6.0 4 8.0 6 0.0 7 2.0 8 4.0 9 6.0 108•〇 120.0

1 3 〇 〇 1 3.0 1 9.5 2 6.0 52.5 52 0 5 2.0 6 5.0 7 8.0 9 1.0 104•〇 11Z0 13DD

1 4 〇 C 1 4.0 2 1.0 2&0 5 5.0 4 2.0 5 6.0 7 0.0 8 4.0 9 8.0 112D 126.0 140D

1 5 〇 〇 1 5.0 2 2.5 3 0.0 5 Z5 4 5.0 6 0.0 7 5.0 9 0.0 105.0 120J3 135.0 150•〇

1 6 〇 〇 1 6.0 2 4.0 3 2.0 4 0.0 4 8.0 6 4.0 8 0.0 9 6.0 1120 1280 144.0 1605

1 7 〇 〇
•

1 Z0 2 5.5 3 4.0 4 2.5 5 1.0 6 8.0 8 5.0 1020 11910 1360 1530 1700

1 8 〇 〇 1 8.0 2Z0 3 6.0 4 5.0 5 4.0 7 2.0 9 0.0 1081) 126.0 144.0 1620 180D

1 9 〇 〇 1 9.0 2 8.5 3 8.0 4Z5 57.0 7 6.0 9 5.0 1140 1320 1520 17W 190D

2 〇 〇 〇 2 0.0 3 0.0 4 0.0 5 0.0 6 0.0 8 0.0 
_____ I

1000 120.0 140D 160.0 180.0
------ U

200.0 
____

箪6島こおいて仏 列数、列の用隔と林滞巾,第7表では縦と横の林帯の関係における保 

應区の広さの関係,第8表では磋成の林帯間隔と林帯巾、呆獲区の広さに関係する森林被撓 

率(林滞!面牧/保進区面積,％ )をあらわしている,

第8 表 保燙区域に対する林帯巾の森林被覆率(％)

1〇〇 Omおきに横林帯が配盘される場合

林帯 巾(ID)
保 箍 区 域 (ha)

1 〇 1 5 2 〇 2 5 3 〇 3 5 4 〇 5 〇 6 〇 7 5 1 00

1 〇 11.0 Z5 6..0 5.0 45 4.0 3.5 3.0 2.3 2.5 2.0

1 5 1 6.5 11.5 9. 〇 Z5 6.5 6.0 5.0 4.5 4.0 3.5 3.0

2 〇 2 2.0 1 5.0 1 2.0 1 8.0 ' 9. 〇 8.0 Z0 6.0 5.0 5.0 4.0

2 5 2Z5 1 9. 〇 1 5.0 1 2.0 11.0 9.5 90 7.5 Z0 &0 5.0

3 〇 3 3.0 2 3.0 1 8.0 1 5.0 1 3.0 11.5 1 0.5 90 ao Z° 6.0

5 〇 5 5.0 3 8.0 3 0.0 2 5.0 21.0 1 9.0 1 Z5 1 5.0 1 3.0 1 2.0 1 0.0

6 〇 6 6.0 4 6.0 3 6.0 3 0.0 2 6.0 2 3.0 2 1.0 1 8.0 1 6.0 14.0 1 Z0

15oomおきに横林帯が配歌される場合

林帯巾(m)
保 硬 区 域 (ha )

1 5.0 2 2.5 3 0.0 3Z5 4 5.0 5 2.5 6 0.0 7 5.0 9 0.0 .11.25 150.0

1 〇 1 0.5 Z0 6.0 5.0 4.0 5.5 5.0 3.0 25 2.0 1.5

1 5 1 6.5 11.0 8.5 Z0 .6.0 5.0 4.5 4.0 3.5 3.0 2.5

2 〇 2 1.5 1 5.0 11.5 9.5 8.0 7.0 6.5 5.5 5.0 4.0 3.5

2 5 26.5, 1 8.0 1 4.0 1 2.0 1 0.0 9.0 8.0 7.0 6.0 5.0 4.0

3 〇 3 2.0 2 2.0 1 Z0. 1 4.0 1 2.0 1 0.0 9. 5 ao ZO 6.0• 5.0

5 〇 5 3.0 3 7.0 2 8.0 2 3.0 2 0.0 1 7.5 1 6.0 1 5.0 11.5 1 0.0 ao

6 〇 640 44.0 34.0 2 8.0 2 4.0 2 1.0 1 9.0 1 6.0 1 4.0 11.0 1 0.0

— 5 1 —
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樹 種 名
芻光性 

成長变

気候に対す 

る性質

±凄に対・する

性 n
用 途

U1 Ulus pinnatorainosa 好温性 要求度なし・ 森林幘物の生育

Di eck. 1 〇〜2 Om 乾澡に耐え 環境のよくないと

る. ころの主木・付ず 

い木・

Gleditschia triacanthos 陽 樹 〃 〃 ソピエート南部の

L. 2 Om以上 主木.

Pirns communis L. 比較的陰性 比較的極寒 變求度少しあり. 付ずい果夷木

1 〇〜2 Om に耐える. 

乾燥に強い.

Querais peduncul ata 陽 圏 比較的極寒 要求度なし・ •主木

Eh r h• 2 Om以上 に耐える.

乾燥に強い.

Cel tis occidental is L. 陽 樹

1 u~2 om
好温性 

耐乾燥性

土强こ対する要求 

が少ない.

付ずい木

Acer platanoides L. 陰 樹

1 〇〜2 om

耐圈寒性 要求度あり.

Acer c脚estre L. ・陰 財

1 〇～2 om

好温性 

耐乾燥性

爰求度少なし. ///

Acer tataricim L, 陰 樹

5 〜1 om
耐寒極性 

耐乾燥性

要求度なし・

Acer Negundo L. 陽・圈

1 〇〜2 om
耐乾燥性 
寒さがはげ 
しいと害を 

うける.

要求度なし・ 

塩分の多い土& 

でもよい.

森林環境の困難な 

ところの主木・付 

ずい木,

Tilia cordata Mil 1. 陰 剧

2 〇 m以上
耐寒性 

極寒にもた 

える.

要求度あり•乾燥 

地»塩分のある土 

J也には移植不能•

黒土帯の付ずい木

—5 5 —

耕 種 名
陽光度 

成長定

気温に対す 

る性質

土 こ対する

性 質

i
用 途

Larix sibirica Ledb . 陽 W

2 〇 m以上

耐塞性,極 

寒にもたえ 

る.空気の 

乾いたとこ 

ろはよくな 

い.

乾燥地•塩分の多 

いところはよくな 

い.

黒土帯の主木

Jugjans regja L. 陽 樹

2 〇 m以上

好温性.極 

寒にもたえ 

る.

土塊腰求あり. 南部の黒土带の主 

木

Sorbus aucuparia L. 陰 樹

5 〜1 Om

耐寒性,極 

寒にもたえ 

る.

要求度あり.

—>

黒土带の付ずい木

P runus do m es t i ca L. 〃 比皎的,好 

温性

土攘強求臨少なし 南部・地区の付すい 

木

P inus si 1 vestri s L. 陽 樹

2 〇 mU_b

浦寒性 

極寒にも;” 

をうけない.

要求度なし 

塩分の多い土地に 

はむかない.

W地•砂質土族 

軟土の主木

Populus balsam i fera L. 〃 湿度が多く肥沃な 

ところ.

豊富・な水分のある 

0.黒土の主木

P op i us berol inensis 

Dipp.

陽 樹

2 〇 m以上

強い好温性 湿気があり理沃な

土盗

豊富な水分のある 

土地黒土帯の主 

木

Populus del toides Mare

—h •

〃 水分が豊かな土地 

黒土の主木,他の 

南部の土裏。林帯 

中央
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樹 種 名
陽光性 

或長斐

気侯に対す 

る性質

土壊に対する

性 質

1

用 途

Populus laurifolia 陽 樹 耐旗寒性 湿気があり肥沃な 水分が豊かな土地

Ledb, 2 〇 m以」 土境 黒土の主木,西シ

ベリヤの他の土埃

Pcpulus pytamidal is. 〃 好温性 〃 水分の多い土地,

Roz. 南部地区の菜園,

道路沿い主木

Padus racemosa Gil lb. 陰 樹 耐寒性 土塀唉求あり. 黒土帯の付ずい木

5〜2 Om 極寒でも耐

える

Gerasus aviun Moench. 陰 樹 好温性 黒土带•南部地区

1 〇〜2 Om の付ずい木

Morus alba L. 陽 樹 〃 要求なし. 〃

1 〇〜2 Om

Malus pruni fol ia 強い陰樹 耐極寒性 〃 付ずい木

Borkn. 1 〇〜2 Om

Malus silvestris Mil1. 〃 強い耐極寒 比較的要求あり』

性

Fraxinus viridis Michx. 陽 樹 耐極寒性 要求なし, ステッブ地区の主

2 〇 m以上 木

C aragana arborescens. 陽 性 耐寒性»極 要求変なし. 林縁,生垣

Lam. 4〜9 m 寒にもよい

Euonyfflus yernicosa 陰 性 森寒に耐え 要求度なし・ 下木

Scq? 1〜3 m る ______________ :__

圈?® 名
陽光性 

成長窒

i気侯に対す 土慶に対する

性 質
用 途

る准質

Euonymus eurcpaea L. 陰 性

1〜3 m

好温性 土必こ対する要求 

少なし.

下木

Ligustrun vulgare L. 〃 〃 荽求度なし. 下木•林縁

Sanbucus raccfflosa L. 陰 性

4〜9 m

極寒性 姜求度少なし. 下木

Srmbucus nigra L. 〃 好温性 要求度あり. 〃

Cerasus truticosa Pall. 陽 性

1mまで

耐極寒性 要求堂なし. 睡舉用

Lonicera tatarica L. 陰 性

1〜3 m

強い耐極寒 

性

要求变なし. 下木

Amelanchier vulgaris 

Moench.

陰 性

4〜9 m

耐極寒性 〃 下木・生垣

Corylus avel lana L. 陰 性

4〜9 m

相当要求する. 下木

E1aeagnus angustifolia 陽 性 強い好温性 乾燥地塩分の多 粗悪な土地のステ

L. 4〜9 m い七喪に少し移せ 

る.要求なし

ッブ,生垣・ 林縁

HippophaC rhamnoides L. 陽 性

4〜9 m

強い極寒性 要求匿なし. 休縁

Cornus Sanguinea L. 陰 性

1 ～3 m

比梭的好温

性

下木
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樹 種 名
陽光名 

成長度

気候に対す 

る性質

土・；3に対する

性 質
用 途

Rhus cotinus L. 陰 性

1〜3 m

強い好温性 要求度なし. 下木

Ribes aureum Pursh, 陽 性

1〜3 m

強い極寒性 〃 林縁・進岸

Tamarix hispida vVi 1 Id, 陽 性

4〜9 m

好温性 要求鹿なし.

塩分の多い土地に 

わずか移せる.

乾いた塩化性土峻 

含塩土斷こ.

Rosa cinn知onea L. 陰 性

1〜3 m

耐極寒性 要求度なし・ 林縁•護岸

Viburnum lantana L. 陰 性

!〜5 m

強い好温性 要求度少しあり. 下木

—3 8 —
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第1n図付図 1 ツリ州 12 ウリャノフ州

2 オルロフ州 1 3 チカロフ州

3 タムポフ州 1 4 タタール自治共和国

4 クリ州 1 5 バシキールク

5 リャザン州 1 6 ロストフ州

6 ペンゼン州 1 7 グロズネン州

7 ヴォロネエジ州 1 8 スタフロポリ区

8 モルドヴァ自治尹湘国 1 9 クラスノダーり区

9 スターリングラード州 20 アストラハン州

1 〇 サラトフ州 21 クルイム州

11 クイブイシェーフ州 22 ウクライナ共和国
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<18図 Quercus L•を入れるカりドール万法の林帯構成組合せ図

列間1.5 m苗l』0.7m

第17図9列の林带構成組合せ図 列間1.5〜2.5m 苗問Q.5〜1.0m
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薦16図5列の防護林带の滿種組合せ図 列間2〜3狙 苗間0.8〜1.5 m
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稣種どむし,あるいは喬木,滾木種の混交は,図16.17.18に決められたような方 

式で植付けられる。堆’雪を一様にする日的の咨は、灌木種左しでむこ左う。

土壊が固いところや、乾煥したところに植付ける樹種は、海木で9 m位まで成長するもの 

と灌木で同じ程度に成長するものを入れる。皆木のみで左く港木秘と混交させる(第16.

1 7.18 図)。
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4.防護林造成の技術

強度あるいは 

普通の黒土, 

雑草が繁茂し 

アルカリ化し 

た黒土

粗耕は,農作物の収かくと瞞、あるいは収かく後4～5血の深さにすく : 

chernyi par作業のもと3 〇〜3 5血まで耕す:冬は保雪:春はまぐ 

わで耕す:夏に3〜4回耕うん機または粗耕機で6〜12颌に耕す

秋にスキ板左しですき耕し直す: 

冬は聞:早春,植付け,播種前 

まぐわで左らす。

秋、植付け前2〜3週間にスキ板 

左しですき直し軟くする。あるい 

は深耕機で18〜2 0血を耕す。

南部黒土 

黒栗色土

刈り入れた畑の粗耕は、収かくと同時か、その後4〜5血の深さに行うX 
chernyi parのもとで行う秋耕は底土耕うん機をつけたトラクター 

のスキで4 Demの深さに耕すか深耕スキで4 〇〜4 5以Iに耕す,冬は保冬ん

春にまぐわで均す:夏に3～4回 

耕うん機•粗耕機で6〜12瑚に 

耕す〇秋にはスキ板なしのスキで 

27cmの深さに耕し直し軟くする: 

冬は保雪:春は播種.植付け前に 

まぐわで均丸

夏に3〜4回耕うん機で耕すか、 

あるいは粗耕機で6〜12伽に耕 

す:秋には植付けまでの2〜3週 

間スキ板左しで耕し点し軟くする 

か深耕機で18〜2 0珮に耕す。

炭質,強度の 

ホコリの多い 

土

初夏亿浅根もののため1〇～ 2 〇 mの深さに円板まぐわで耕す。:馨の 

あと根を切るースキの前刀をもったトラクターの秋耕は2 7颌より浅くす 

る:冬は保雪:春にまぐわで均す;3〜4回耕うん機で耕す。

秋はスキ板なしのトラクターで

4 〇湖の深さにすき軟く耕し直す° 

冬は保雪:冬には播種,植付け前 

に-まぐわで均す。

秋、植付け前2〜3週間スキ板なし 

しで耕し直し軟くするか、18〜

2 0伽まで淬阱榜で耕す。

毒林の植付け、播初は土を・気象の条件によって第11表のような耕作方Kをとっている。

第11表 春,秋の植付け。揷木。播種のための耕うん法と土壊

植

法

秋

業

植

作

春
瓊土
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強い含塩地i収かく後の粗耕は、収かくと同時か、その後4～5颂の深さに行う:

普通の含塩地!春まきのための秋耕の前、hq当り2.5 t onの石氐をまく :秋排は深耕 

機をつけたトラクターでd Omの深さにすくか4 〇〜5 〇血まで深桃スキ 

で耕す:冬は保雪:早春、2回石灰をまき、まぐわで均す。:豆に5〜4 
回耕うん機で耕す。

秋、スキ板をしで2 7 cmより浅く 

軟く耕し直す5冬は保雪:春は植 

付前にまぐわで均す。

秋、植付け前2〜3過間スキ板左 

しで2 7cmfeZ内にすき、軟くす。 

続いてまぐわで灼す。

雑草でお、おわ 

れること左く 

アルカリ化し 

ている黒土 

灰色森林土

砂 地

収かくのあとの畑の粗耕は収かくと同時か、収かく後続いて4〜5颌の深 

さに行う。

早い春播きのための秋耕は2 7 cm. 

以内に:冬は保雪:早春、播秋 

植付け前にまぐわで均すC

おそい春凌き用秋耕は2 7～5 0 
mの深さで同時にまぐわで均す: 

冬は保雪

Cherny iparは2 7伽より深 

くなく :冬は軟く耕し直す作業の 

もとで保雪をする:春にはまぐわ 

で均すと同時に春耕休閑を行う: 

览の間2〜3回耕うん様で行う: 

強く固まった土は秋,植付け前2 
～3週間にスキ板なしで軟くすき 

直すIあるいは18〜2 Ocmに深 

耕する。

ohernyiparで行う秋耕は27 
～ 3 0血の深さに耕す〇冬は保雪 

:春はまぐわで均す。苗は農作物 

のクリスで保護する:夏は2〜3 
回軽い耕うんを行う。

保 雪 保雪は南«南東地区で林帯造成のための土壌整備として行われる。積雪の保 

持は、韓の土手、snegz opakh(雪を長く残すため畑の将をあつめてうねをつくる器具) 

によるうね立て、農一作物のクリサ(トウモロコシ、 ヒマワリ等、高いくきをそのまま残して 

おく)、樹木の雪よけ等、農:業でよく知られている効描勺な方法で出来る。

造林為の準備"・輸送・保存 大部分の防濃林带は、同一・简所で1,2年問嘛・から育てた
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苗を植付けて造成する(第12表)。

苗は秋の造林前に堀りとる(凍結が始ま、る前!て、るるいは春)〇

Populus L. , Salix L. , Tamar lx L . (i とんど揷木によっており、一年の 

若枝かあるいは当年生の枝から观をとり苗を育てる(前者は春に採取秋植えにそ左え、後 

者は秋に採取翌年春植にそなえる)”挿木には斯鮮左若枝をとるのがもっとものぞしい。

春植えのために堀り出された苗は、秋に選ばれ造林地の近くにたくわえられる。秋植の 

苗は、苗畑から堀リとりすぐ造林地にもっていかれる。

琬りとり、形送の際は苗の根の湿気に注惹をはらい、冬の貯蔵には凍結を防ぐようにす

 4 8 一

る。

第12表 植付け苗の年令

1年生 1〜2年生 2 年生

Robinia psetrioacacla. L minus i* Cydonia Mill.

Curagana ertoresoDns Lam, Sambucuj9 L. Botula U

Armsnlaca Mill. Cerasus Ju3&, Euonymus L,

Amorpha L. Corasus vulgrls Mill. Llgustruui L.
Pxww dlvaricata Ldb, Garplnus J Crataegus L.
Gledltechlu L. Pypus L. S^rtus torn]nails Orantz
CerasuiS L. CUercus L, Viburnum L.
Cbltls L. Lonicera L. Anelanohler Medic ■

Acer Neguzido L. ferbos L, Accn? pl at anoIdes L.
ElaeagnijS L. Prunus Mill. Acer campestro L.
JtgIans manshurlca Maxim. The fycranla Fouxr. Acer tataricum L.
Tuglans regia L. Ribas L. Viburnum L.
Jxjglans nigra L R?wie sptaosa. L. Tilla L.

Juglars clnerea L. Padus Mill. Larix Mill.
Hljpophae L. Cerasus avlwi L. Oorylug I*

S)jhora L. Morns I* Juplana L

Cetin is Adans. Rosa L. Syr Inga R
Fraxlnw レ gus Mill Pirns L.

Acer psoqdo pl nt anus L.

荷造りする際に、苗をおく場所の選定を目由にし土壤には水分をたくわえておく。貯 

蔵(終时け前)のとき、冬には注意を払9。核付けに多くの嘟号を費やさ宏いよう林带に 

苗をたくわえる。冬、苗を風から保證し、よく土をかけておく。

苗の貯蔵には片側傾斜(45。),片側垂直の溝を堀る〇溝の深さは、3d〜4 0珮で、 

苗を傾斜面におき垂直な面から土をとって埋める〇そのあとしっかりと踏み固める。苗は 

若干棄部を出してむく。この隣り(て同様にしてオ2膚を埋め、最后のあ前の膚より厚く 

土をかける〇貯蔵された苗は、特に雪が少なく寒さのきぴしいところで保温の効果がみら 

れる。秋に寒さのはげしいところは、芦の茂みで囲い保温をはかり、冬には雪で埋めるよ 

うにする。有害左ネズミから保護するには、貯蔵苗の周囲に垂直な溝を50械坦って作 

っておく。

=植付苗と揷木の準備 植付けに際して、根や側枝の切り払い、環別を行って苗をしし

\
のえる。乾燥してシワが出来たり、菌がついている根や有害左けっしSJ物にやられたもの 

はとりのぞく。根は、古い切断面や切所箇所に腐れの入ったところはさけ、18〜2 0 

の長さを残して切りとこのため枝切りばさみ、銘を用いる。苗の側枝も同じように除 

去したり、短縮したりする。

植付け前ゝ苗を100本づ'束ね(各種類別)植付けの計画と方法に合うように借く 〇 

手植えまたすき植えの場合は2 〇 〇〜2 5 0叭揆械植えの;場合は8 ° 〇〜’〇 0Qm毎 

に粗<〇

植付け苗は、選別、運搬中に根に水をつけたり、また麻斐を湿らせその中に入れておく 

必要がある。風にあてると苗の生活力を低下させる。

Populua L., Salix L.» Tamarix L .,の梢を揷木として 25 〜長 

さに切り、湿った土とともに、苗の带の谯地に治し

造林前の植付け用あぜ地 トラクター•岳、 人手による植付けには、歹IJ問距,维や苗問 

隔は固く畦もら左くては左らないが、それには植付けの位检を明確にしなければならない° 

直線的左歹リと等拈隔の保持が必要である。

トラクター稼動のために列間2.5～3刀、苗間隔0.7〜1mが計画される。広い林带、

-4 9 一



大森林・ 海林では方形植えが用いられる。

1h aの林帯造成には、歹I岡と苗間に関係して第15表のような梢付け本数が必要とな 

る。

播 種 Quercus L.に適した方法として.小穴、巣まきがよい。慈子は他の苗 

の植付けとともに春にまかれる。播穫には、小行列穴、クループ穴、巣まき等の方法かと 

られる〇

小行列穴播法では、4 0～6 0血の距離に穴が配隘されQuercus L•が播かれる。• 

森林ステツプのQuercus L •は耐陰性の喬木?5に交代させる。ステツブでは、この種 

類カ濾木種との混交列をつくる。

グルーブ穴(巣)播法では、Quercus L.の種子を1穴に3ぎたは5粒づ、、穴の 

グループにまく。3穴の場合は、穴の距離3 5g グループ間の距離2.3 mとする。

Que reus L.の列は、小行列Jめ番法のように喬木と塡木の列と交代したり、Quercus 

L・のグル「プの間に付ずい木を入れたりする。

Lysenko T.D・の巣まき法は5穴である,十分に湿気のある土地の穴にまいた種子 

は、一般:のものにくらべすぐれている,うつペいしたQuerc us L.の林帯は付ずい 

木に消されることもなく、まったく変らずに残り、手入伐、除代の経済的損失も東く、莫 

大な労働力も必要としない。

Quercus L•は、付ずい木と混交しカリドールにも用いられる(KIJ uchnlkov 

Ju. V)〇この場合穴の距離Q 4〜0.6 mをそれぞれとり、深さの各穴に6〜7 

粒のからに傷をつけ破った種子をまき、湿った土でお、う。

カリドールの混交法は、Quor cus L. のとなりの歹灰緩慢あるいは平均的な成長を 

する補助的な喬木种を入れる。端と内側2〜3列(林帯巾に関係し)に成長の早い樹種を 

入れる〇

Ouercus L •を主木とする林帶1h&に要する各播種法の終子貝はオ13 &表のとお 

りである。

巣まき法では・列間に農作物がつくられる力;、これは凍結や日にさらされたり、雑草に消

-5 〇-

(

』
衣

詢d
 

U

 
)

籍

^

皇

臭

商
:

靈

侶

晅

忌

よ

囲

垣

紀 

暇g

 
(

虢

1

亘

澧

盜

恒

昆

3 韻謂肅鶴辭奨羹巽龚魅鑫富驛器愚

LQ
息费孚沒活冬毛員拾苦&書岂&・目・骂¥• £目巨炎&あ・ E氏張、

a 
寸

甬感胃邑匠岂艮岸母曾仗詰鶏鼠写爲源、貝秒粤醫豊昌・装导漆悬団

CO L0 i*O CM CM C\J CXJ x—ヾ―r— 5x— 5— v— —* x— t— x—弋—x—

LQ 
S

OJ O P 5 LC)24Uy6C2Ly CXILOCXjg 〇 QOCM 6 0 9 SO 〇 9
洛&总故ユヾ対民密6 &る段还蜀电網斜&代学三8S貝次 
6 へ 10 寸寸 bO hOCMCXjCMCXJCMx— T— V— V— T— X— V— x~ t— X— T— V— X  X  x—

S
邊日吕日ミ田搭舀吕別易※吕〇｛导段由钥に・おを浚昂民ヨぞ％二 
LCS 9 LQZ LsQhQR へ しrt 心"aoJZ. ygLQP. bQMqZZ二 匸っ x-JODfcO,m^^rrOhOhOC\JCMcxjC^JC\Jv-rv-:x-：5— T—v- llllllt-l 
x—
CM 〇 〇 へ PBPCD999ZCOOCI 寸 ICO 頌 008000 S6M) 
K> C 〇 9l 〇 マOhOr'OZL09C?LO(NOBOZV90P8ZZrO 
hQ Ui U? g 4. a P, Q 0 心 U;. CQ y LQ 叫 Z 匸 U) 6. 0գ Z. 7 7 IQ P:マ 7 S rOCD009LOLO 寸寸 tore 20JCXJCMCXJCMZCMlllllllll x—

tn
CXJ 
CM

す8Eポ後も簽呂日日膏痔"日切号WE展&枠用§&宙版彩另 •< u： CQ 心 E 皿恐マ U. q 心匸 6 ヽ!?1 W 匕 Z D g 6. CQ z. y、q LQ い 寸 
勺 LG□へ 9LO 寸寸寸 SNDbOCsJZCXJCMCMCMZZLLLLLLLLL L

5 驮畐昌版目备洛員畏足§兵足长片号公履昂氏’权あm民日版忍始 
蛎町口国二心号e匚CQLQ&匕6:闻匸d 口 6 CCZZ9 

CXJCDCOZ 910 in 寸寸 rOhOghOC\jC\JZZ<NCMCMCXJC\J ノLヾごむ ベ *C— V— t—
LO 
へ • r—
韻戢銘觥記舞諏誰藏骚戏鶴話.灘 
V—ヤ—X—

LQ
対M吕冬ま幫斗日貝蜀畠云号困讎甄母员あ受梧戸・员禄£案$怠 
対町ほ=&教志将、Q喜お冰咨守陪公好田亩号& &る料普& &肉
CM L L L

g
OJ

凌呂呂は崗吕策日％至弟昌泼吕吕国召員舀艮虽は日技&诺ヨ带 
泌段8捋Mg窓a殿■国3a夺夺夺尙熟営的斜蘇&博&&
04 CM L L L L

〇
T—
虽貝貝«貝写B吕沒导よWKW员员呈日ヨ日日日日枝日死伝は

日す夺&冷た始财・為・甬•爲ほ诲早・守孚湯»厨訥肘
N3 CM CM x— k— x— x— V—

tn
CD

§§8§gs§§§§^^§§gS§§§§g^§S§§§§ 
冗沅目を器出窩日抒e目ミュ湼で工ヨmが公8805zzz 〇、カ

•—*
S--

。隸 
网 

Q誼 
尽う

toy 109 へ CG6 〇 LZhDp lO 9 Z036C?lO!9 寸 LO9ZC06 〇
OCDCiCiOdcDv^v^v^^r^v^v^v^v^r^CxjCMCXjCNCNCMCSjCMCMCMhO

1

-5 1



第!5 a表 防謨林1h a造成に姿する程子は(财)

1穴当りC>租子数
Querc us L.の 5 7
播 種 法 小 中 大 小 中 大 小 中 大

巣宜き法

必致濟) 40 65 1〇〇 50 75 20 60 90 1 30

25 X 5m 80 130 200 1〇〇 1 50 4〇 120 1 80 260

小行列法 1.5 X 0.5

Qiercua Lの 5 0% 70 100 160 80 1 20 19 〇 90 140 220

ク 2 5俗 35 50 80 4〇 60 95 45 7〇 11 〇

グループ(3穴)

穴問 5 5 cm.

グループの問隔2.3 m 55 80 1 25 65 95 150 80 11 5 1 65

歹瞒巾1.5 m

されるのを防ぐために行われるものである。

若いQuercus L•のところでは、うねを作り、おそ喧きの穀物と組合せ生育をうなが

-to春は土火3水分を必 

要とし種子の一斉発 

芽、発根をよくする。

列間5攻の縦林帯・

3也の横林帯で、Qur- 

GTOUS L.の巣喧きを行 

厂5 2一

うには、それぞれ列に直角左箇所に2街所づつ相互に印をつける。播種する人は、

Mar kJ or(柄付。播種などの印をつける器械、第19図)でつけられた十字線に小 

シャベルで穴をあけ,そこに6～7粒ずつ入れる。森林ステツブは深さを4〜6珮、 

ステッブでは6〜8饥> ザがオルージェの佳?の少ないところでは1〇〜12成てして 

播種をお、こなう。中央の穴から3 OctT継れた周囲に、更に4つの穴があを,

種子は春まかれる。結衆的に、まぐわで春まき甲耕作(秋耕)が行われた土地の早 

春まきの方がよい。稲子はからを傷つけ・破るのかよい。冬があたたかい南部地区で 

は、稲子に傷をつけ、秋にまくことも出来令

植子苗の植付け 早春の植付けがもっともよい。同時に、気温が高く、土埋水分 

が潤沢なところでは、苗が新しい土地に早く順化すろ。1C日むくれるごとに苗の順 

化は10-15も低下して行く。黒土帯では、 春植えに1〇日要するカ・ヾ、栗色土.腹带 

では5日ですむ。

秋植えは、すきをつけた造林機械か、手植えでもよeわれわれの林帯造成には主 

として造林機械S LC h-1を利用する。機械作業をはじめる前に土也 気象や他0-；?e 

件に対し綿密に調整をする°

各機械に鉄の箱をつける。苗をそこて入れ、風雨をうけるのをさけ、いつも水分を 

保ち植付けに小束をつくってお、 く。

機械植えのあとすぐ植付け苗を麴?・し、土を強く押えてから苗を引っぱってゆるめ 

るようにし、その回りに土をあつくかける。悪いものは再び植え直すa

すき植えの嚇苗は2つの方法で植える。あぜのくぽみとあぜの上に植える。前者 

の場合、Mark Oor ©線に沿って深さ?〇〜2 2颌の牛馬通・行用のあぜを作り‘、— 

側7而に植付ける人が片丰で苗をたて他方の手で典上から湿った土をかける。•植付けの 

あと、あぜの苗間はまぐわで土がかけられる。

MarkJox«の線に沿ったあぜの頂きの植付けは、牛馬用のあぜの高さ［8～ 2 0 cm 

のもので行われる〇苗をすきでおき、湿った土を少し根にかけ、そのあとあぜの間を 

堀ってI少くすきで完全に土がかけられる。乾煥から苗をまもるため3列同時に行ない、
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根際を土壊面より5〜6 cm低くする。

手植えはなるべく行わず、彳兹Mが用いられ左いとこ 

ろだけで行う。手松农は鉄のすきか»Kolesov© 

たてぐわ(第2 0図)を用い2 ノ、の植符け人で十分で 

ある。すきかたてぐわを使って1人が穴を堀り、他の 

1人はこの穴に苗を入れる。そして土をかける。

たてぐわによる植付けは2人で行われる。たてぐわ 

を根元まで入れたら傾斜づけ間隙を大きくする。用意 

された間隙にオニの人が苗を入れる。それからはじめの 

の穴より5〜7 c加誰れたところに、斜めに根より深く 

たてぐわをさし、上へ引き動かし、糧の上部をしめつ 

ける(第21図)。

根は乾かないよう、水を入れたパケツにつけておく

第2 0 図 Kolesov©
たてぐわ

か,湿った土と一赭にしておく。植付け時、苗の根際は若干低くなるように土をかけるが、

春植えで2〜3い、秋植えで3〜4g 啾土で5～ 6圳土比!面より低くする。

第21図 たてぐわによる植付け

-5 4 -

補・植と改良 爲植は1〜2年後に行われる。植付材料は、補植のためにも必要で、夏 

の終りか秋に枯損した苗を数え伞備すろ。植付けの条件をよくするため5 〇 0〜1,。 00m2 

の試験区を設け、そこで沽損する各樹種の苗数を数える°そして植付け面積を確詡し、祜 

損率を算出する。枯損率が1〇将をこえたり、主木が不成植なときは必ず補植の必要があ 

る。このため損失する樹超め良い苗を用意する。齎木を灌木に、主木を捕助木に交代させ 

るのは禁じられている。

植付けは、穴をすきであけ、根に湿った土をかけてうめる。

Querous L,の巣:まきの場合も早春に行い、空の穴に次く。付ずい木と灌木種も早: 

春に播植か苗を植付ける。

コルホーズやソフォーズでは、不十分を林帯造成をよくみかける。このようなところは、 

すみやかに規・気Iりに変えるべきである。若し植付け不良地で、主木、補助木の数が数え 

られる左ら、土境手入、灌木・枯死木嬷、稲助木間伐を行って向上させることが出来る。 

喬木。灌木(聘に主木)の枯損率が25 0をこえるときは、積子によらずに,我長した苗の 

補植が必要となる。

この仕盅は、早春が秋に行爲春植えの埸合は秋に、秋植えのときは春に準備する。も 

っともよいのは春植えである。秋に準備された土・興て豊かな水分かとヾまり、 苗が順化し 

易い狀態になるからである。

前掲の種類のうちから Robinia ps eudo ac ac 1 a L. ,Betula verrucosa 

Ehrh.,Larlx albirlea Ledb.,Ulmus pInnatoramosa Dleck., 

Populus L«の成^の早いものとOuercua Pedunoul ata Ehrh•の導入を 

すすめる。Populus L .は湿気に对してすぐれたE顷をもち、低地や湿地に植えられ 

る。土服が湿めっているところはLariX Slbir ica ^od b. , Betula verr- 

ucos a Ehrh.がよい〇こりれ项森林スフーツフや北部ステツプ地区にとり入れられる。 

南部ステッブは Robinia pseodoacacla L. , Ulmus pinnut or amosa 

Dleck»をとり入れる。これらは寒い冬には感じ易いが、しかし反面では土拘の乾燥を・ 

少左くする。森林ステップやステツプと同様に喫土带にも、Querous podunculata
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Ehrh ・が入れられる。

植付けからクローネの閉さまで、補植によって土壊を軟かくし 除草を够的にしておく 

必要がある

土跟の手入 クローネの閉さ(特に植付け後1年)ーまでの側、若い樹木には土壊が軟か 

く、雑草力族いことが必芸である。はじめの2年は土鞭中梆を全植付け地に施す。乾燥した 

ステップでは、部分的な作業を行うと土壊を乾視させ、踏によって樹木が消されてしまう。

1回目の中耕(まぐわで)は、土埃を軟かくし、余計な蒸散を防ぐために植付後に行爲 

次の中耕は少なくとも雑草が出、苗木の表皮が形成されたら行う。期日は次のようにする。

2回目5月の初旬’3回目5月の下旬か6月のはじめ、4回目7月の上旬、5回目8月中旬 

か秋〇

才2年目には、土燧を4回中拼する。1回目は4月の下砂5月上旬、2回目は5月の下 

旬～6月上旬、3回目7月,4回目8月。

才3年目は多くの場合、1～2回、苗間にも1〜2回行う。4〜5年目には、特に成長の 

早い樹穏が用いられているとき1〜2回列間に行う。

列間の中耕は、耕うん機、粗耕機、まぐわで行う。苗間はすきで行爲 もっとも労力を耍 

するのはすき折である。労国區は耕うん機、粗耕機による列間作業によって残されたうね巾 

に、またうねの雑草状態、土須め成に関係する。うね巾2 5〜3 0颌のもろく、雑草にやら 

れた土地をすき耕するには、1h aを1日に作業するのに2〜2.5人要する。列閲の・推草に 

やられた土拿の手入は,ほぐわで均一にする°

固い地表面や雑草は、トラクター、馬による中耕でなく丸 中耕は7〜3血の深さで行う。 

强匿に雑・草でやられた土埼、ぎょうしゅくした土地では、それに適したように9〜12宓奴 

上の漆さにする。

VNIALM：［(全ソ農林土地改良試験場)の时)究によれば、中耕に森林耕うん楼(KLT- 

45B)が適していた〇鄭のまわりに十字形に植えられたものにり:よく適し、苗をそのままに 

して列中の苗の闇の雑草を刈りとる。

丈の低い榕草地や株などある苗間手入の労力は森林耕うん盛土具を組み合せて使用するこ

—5 6 一

とで滅少される。

5澄溉地の林帯造成の特質

瀰旣水路沿いには、果樹と林木種の混交植何け(端の歹Uに優勢な果樹を入れる)、果樹ー 

桑の植付が行われる。また、それぞれ単独に入れたり、あるいは片岸に林木琢 一万に 果 

樹をもって来た)する。

果樹では Malus Mill.,Py rus L. , Armenluca vulgarig Lam., 

Prunus Mill., Juglana regia L. ,Hibes L. ,Morns alba L.,林 

榆では Populus L. , Salix alba L. , Betma verrucosa Ehrh., 

Larix slblrioa Lodeb.,Quercus robur L.,Fraxlnus excel- 

slor L. ,Acer platanoldes L. , Til la cordata Mill.,uimus 

plnnatoramosa D1eck •カふ用いられる〇

ソ連邦のヨーロッパ地区南東部では、 造林の主要涵・種に成長の早いPo.puiUi3匸, 

Betuln verrucosa Ehrh . , Larlx sibirioa Ledeb.に大きな価値をみ 

い出している。Populus L.は、地ド水Aせに近いところではよく、これは強い根をもち 

湿気を好む性質をもっているからである。まを、水の浸透をおさえ、表層にとどめ、低い層 

から表面への移助を妨げ土拿の塩化を防ぐのである。

水路際の林帯比 陽樹(Populus L. ,Betula L. , Larlx L.)と陰椅»(UI- 

mus laevis Pall.,Acer L. , Tilia l.)の混交を行う。滋漑地に用いられ 

る Populus L.の種類は P・Petr。心klana Schroed., P. berollnensls 

Dipp. , P. bills ami f era L. , P. nigra L•力:よい。

地下水閣の深いところや咎に塩分のある土煥でれ、乾煥するステッブに適応する桐種の 

Quercus robur L. ,Fraxlnus VIr id Is Mchx. ,A cer t at ar 1 cum 

L.やi衬陰性の睥灌木と混交しとりスれる〇

水路沿いの植付け;十画では水位を考慮する必蒙がある。歹め水•路沿いの端には好湿性の港 

木を植え、その邪地で水位を高くしたり、あるいは低くするようにつくる。
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第2 2図 瓶漑水路の林帯・造成図

A B

命主木. 〇果樹

,補助木 〇漿豚

A 主水路 B 支線

灌漑地の植付け地は2 7 球上の深さでCherny1p&r (秋播のための休耕)か

ZablsvaJ a vsp&qhka(春播のための秋涝)の作業を行う。定められた場所に稜子 

苗や种子以・外から冇てた苗を.将したり、播種をするには、早春期がよい°植付けには除草、 

土凝脆化の問2があるので、時期を誤まらず入念を方法で実行すろ。植付け後2〜3年は

—58 一

苗に水をかける。特に表面に塩分をもった強い乾魅地ではこれを行う。

連続的左トラクター耕うんの不可能な小而積な土地や林帯にも:耕うんが行われるが、特 

別な労働条件下の苗は予備排うんなしに0.5 X 0.5 X 0.5 mの穴に枳えられる。どんな場 

合にも、即子によらずに育った苗は、植付け後2〜3年は水をやることに効果があるので 

これを実行する。

称子によらずに育つた苗による林帯造成 種子苗でない苗木による麻帯は、港漑水路、 

貯水池’用水池沿いに植えられる。畜産農場、移住地の禄化、経済的發をもった道路沿 

いにも植えられる。

第14表 榊;:として苗の配粧出来る巾

距 族(m) 縦林帯の列数 列数と巾の関係(m)

列間 苗問 塵風のない地区 塵風地区 3列 4列 5列

3 2 3-5 4 ～ 7 ! 〇 1 3 1 6

4 3 3 ～ 5 4 〜7 12 1 6 20

第14 &表 林帝1Kmおよび1ha当りの植付本数

列問 

3J
苗間 

何)

ha•当りの

植付本数

1Kmの林带とその歹!j数と本数

3 列 4 列 5 列

3 2 1 665 1 5 0 0 2 000 2 500

4

-
3 835 1 000 1332 1665
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忍 類 種子によらずに斉った苗で造成される林带には、その土地によく合った、

’すぐれた成長の早い、価値の高い岡垣を選ぶ〇そして1〜2 •種拝いるとよい。Bctula 

verrucos a Ehrh., Lar lx slblrlea Le db, , Roh 1n1 a ps ©u do— 

acacia L. ,Gledl tschla triac an thos L. , UJ mus p 1 n na 16 r amo— 

s a Dleck. , Acer N e g un d o L., Populus L•等力:よい〇

植付け地の土筑の手入 天地返しの深さ5〇～6〇颌の深耕によるChernyl par

のシステムで手入を行うc

春植えの穴は、秋に準備する。穴あけはトラクター ° Bolarusr<を用いるとよい。 

穴の大きさは、直径深さが6 。〜8 0c/aで、祗子によらないで育った苗の植付け可能なあ 

ぜの深さは5 0—6 0 mである。

植付け苗 林帯造成のための韓子によらずに育てた苗は、近くの国営苗畑か自分の経

営区から用意する,

積子苗で左い外の生育苗は、正しいクローネと良く発逹した根をもってい左ければなら 

ない。切ったあとの根の長さは、少なくとも4 〇〜5〇颌は必・强である。まづ植付け前に 

安定した場所で苗を順化させることである。

植付け期 冬のきびしくない地区では秋に,または春〇春は凍結が終ってから植付け

る。

6.造林後つ手入

手入は、圈木が形をととのえ質が向上するよう植付け後3〜4年目から行う。手入の基 

本的な伏態は、主木が陽光をとれるように除伐、間伐を行うことである。

主木の透し これは植付け後4〜1。年目に行う°灌木種がたいところでは、弱い透 

しを作るように枝をふとす。しかし、喬木・灌木種の混交地では灌木を伐るC版い透しを 

作るとき、も初木のないところでば切株に腰をかけた’’ようなものを伐り、喬木。潮木種の 

混交地では、灌木を思い切って大きく伐る。弱度のときは、若木のクローネが結び合った 

よう左状態になった時、また強度のとき吐丹〜1〇年後に行う。

-60-

_除伐は1〇〜12年成長してから行う。まず枯損、枯死木を除く。その外、 

喬木〇沼木極のところでは祢、灌木の在いところ•では、做助的なネ理題 特にQ uo r c us 

L.と植えてあるところでは舗助木を伐る。もし、主木が緩慢な成長をしている時(例えば 

Quercus L)は補助的な成.長の早いもの(Aoer Negundo L. , Ulms pinna- 

toramosa Dleck)を检とんど伐る。成長の早いものだけのときは、補助的左ものを 

5 0^»成・長のむそいものだけのときは? 5 %を伐る。

間ー伐ー植付け後15～2 0年目に間伐を行う。補助的なものから主木種の若干を 

伐る。嫣にはじめの間伐では、喬木種(補助種と主木)の2 0—30 «を伐る。間伐が終 

ったとき、林帯’1定型的なものになる。間伐後2〜3年たってから衛生伐が行われる〇こ 

れは、枯死、 乾稲したものなどをとるもので,林帝の通風性をよくするための下木や林緑 

を伐る(時にクローネの側枝)〇衛生伐は5年に1回以上行う。

林带の手人は秋に行う。
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